第２３回　九州地区聴覚障害教育研究大会（熊本大会）開催要項

１　大会名称　　平成３０年度　第２３回九州地区聴覚障害教育研究大会（熊本大会）
　　　　　　　
２　大会主題　「聴覚障がい教育の新たな展開を目指して」
～社会情勢の変化や多様化する子どもの実態を踏まえた指導実践の工夫～
≪設定理由≫
第１９回大分大会，第２０回福岡大会は，全日聾研佐賀大会のプレ大会として「子どもたちの生きる力を育むための個に応じた指導を目指して」という同一の大会主題で開催され一定の成果を得た。これまでの研究の成果を踏まえながら，聴覚障がい教育について社会情勢の変化に合わせ，さらに専門性を高めていくことや多様化する子どもの実態を踏まえた指導実践の工夫が必要と考えられる。
平成１９年度から障がいの重度化や重複化，多様化の状況に障がい種を越えて対応するとして特別支援学校制度がスタートし１２年目となった。近年では，インクルーシブ教育システム構築へと国の施策が動き出し，障がいのある子どもの教育の一層の充実のための合理的配慮やその基礎となる環境整備の考え方も次第に浸透しつつある。また，このような動きとも関連しながら「手話言語法」制定を求める機運も広がりつつあり，聴覚障がい児・者を取り巻く社会情勢の変化も著しい。さらに，補聴器性能の向上や人工内耳装用の普及による子どもたちの聞こえの実態の多様化とともに，他方では重複障がい学級の在籍割合の増加も目立ってきている。個人差はあるものの聴覚を活用し，口話中心のコミュニケーションの子どもがいる一方で，ほとんど手話のみでのコミュニケーションの子ども，聴覚障がいと知的障がいを併せ有する子どもや発達障がいを併せ有する子どもなど，多様な実態の子どもたちが在籍する状況が各聾学校において見られるようになってきた。これからの聴覚障がい教育においては，多様化した幼児児童生徒一人一人の実態を踏まえ，適切な指導と必要な支援を行うことが求められる。
　　そこで本大会においては，第２１回沖縄大会、第２２回鹿児島大会に引き続いて聴覚障がい教育の専門性の継承，発展を目指して指導実践を工夫していきたい。さらに近年の社会情勢の変化や障がいの重複化，多様化に対応した指導・支援のあり方及び聴覚障がい児への合理的配慮など，聴覚障がい教育の新たな展開を目指した実践の取り組みについて共に考え，学び，深めていくことにより，専門性の一層の向上を図りたいと考え，本主題を設定した。

３　会　期　　平成30年11月8日（木）～11月9日（金）　２日間
４　会　場　　熊本県立熊本聾学校　
〒862-0901　熊本県熊本市東区東町３丁目１４番２号
TEL 096-368-2135  　　　FAX 096-368-2137
５　主　催　　九州地区聴覚障害教育研究会
６　主管校　　熊本県立熊本聾学校
７　後　援　　九州地区聾学校校長会　　熊本県教育委員会　　熊本市教育委員会　　
熊本県公立高等学校長会   熊本県特別支援学校校長会　
公益財団法人日本教育公務員弘済会熊本支部　　熊本国際観光コンベンション協会
８　参加対象者　　教育関係者（教員、保育士）及び療育・施設関係者（保健師、言語聴覚士等）
　学生（大学生，専門学校生等）
９　大会参加費　　１，５００円
10　大会日程
１日目：１１月８日（木）　会場：熊本県立熊本聾学校
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②授業研究
③講評
	
	


  ※１　幼 　9：10～ 9：50　小  9：10～ 9：55　中・高（専攻科） 9：10～10：00
  ※２　幼　10：20～11：00　小 10：20～11：05  中・高　10：20～11：10 
　※　幼稚部：４０分授業　小学部：４５分授業　中学部・高等部：５０分授業

２日目：１１月９日（金）　会場：熊本県立熊本聾学校
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	受　　付
	
分科会(200分)
レポート発表・研究協議・指導助言
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※分科会ごとに閉会行事後解散



11　開閉会式等の式次第
	全体会１１月８日（木）
	閉会行事
１１月９日（金）
12：20～12：30

	開会行事　11:30～11:45
	総会　11:45～12:10
	

	１　開会のことば
２　研究会会長挨拶
３　来賓挨拶
４　来賓紹介
５　閉会のことば
	１　開会のことば
２　会長挨拶
３　議長選出
４　議事事項
    　平成29年度会務報告
    　平成29年度決算報告
    　　　　　　監査報告
    　平成30年度役員紹介
　　　平成30年度予算報告
５　閉会のことば
	
大会のまとめ
閉会のことば

※分科会ごとに閉会行事後解散




12　記念講演
(1) 演題　「聴覚障がい教育の今日的課題とその解決を目指して」
(2) 講師　　原田　公人　氏
　　　　　　藤女子大学　人間生活学部 保育学科　教授
【講師プロフィール】
	職歴

	昭和54年4月　北海道釧路聾学校　教諭
昭和58年4月　北海道札幌聾学校　教諭
平成  9年4月　北海道札幌聾学校　教頭
平成12年4月　北海道小樽聾学校　教頭
平成15年4月　北海道旭川聾学校　教頭
平成16年4月　筑波大学附属聾学校、筑波大学特別支援教育研究センター教諭（兼務）
平成18年4月　国立特殊教育総合研究所 教育支援研究部　総括研究員
平成25年4月　国立特別支援教育総合研究所 企画部　上席総括研究員	
平成28年4月　国立特別支援教育総合研究所 インクルーシブ教育システム推進センター長　上席総括研究員
平成30年4月　藤女子大学　人間生活学部　保育学科　着任



13　公開授業・指定授業一覧
(1) 公開授業　　熊本聾学校【１１月８日（木） 9:10～10:00】
	学部
	学年・学級
	教科等
	単元（題材）
	会場
	授業者

	幼稚部
9:10～9:50
	3歳児（赤組）
	朝の会
	あさのかい
	3歳児赤組教室
	北岡

	
	４歳児（青組）
	朝の会
	あさのかい
	４歳児青組教室
	坂本

	
	５歳児（緑組）
	朝の会
	あさのかい
	５歳児緑組教室
	中島

	小学部
9:10～9:55


	１年
	自立活動
	ことばあそびをしよう
	小１教室
	東

	
	３年
	国語
	すがたをかえる大豆
	小３教室
	松田

	
	４年
	算数
	計算のやくそくを
調べよう
	小４教室

	池田・雜賀

	
	５年
	国語
	大造じいさんとガン
	小５教室
	深草

	
	６年
	社会
	戦争の時代から
平和の時代へ
	小６教室
	樋口

	
	たんぽぽ学級
（重複障がい学級）
	生活単元学習
	ぼく・私の係
	小学部
たんぽぽ教室
	吉村・岩﨑
大法・竹本

	中学部
9:10～10:00
	１年Ａグループ
	英語
	どこにあるのかたずねよう
	中学部学習室
	山田　

	
	１年Ｂグループ
	数学
	平面図形
	中１教室
	松井　

	
	２年１組
	音楽
	ボディーパーカッション
	音楽室
	兼武　

	
	３年Ａグループ
	国語
	夏草―「おくのほそ道」から
	中３－２教室
	𠮷本　

	
	３年Ｂグループ
	国語
	私を束ねないで
	中３－１教室
	一ノ瀬

	
	さくら学級(重複３年)
	作業学習
	名刺を作ろう
	３階パソコン室
	山本　

	高等部
普通科
9:10～10:00

	１年Aグループ
	現代社会
	地方自治の役割
	学習室２
	林田

	
	１年Ｂグループ
	数学Ⅰ
	２次関数
	１年教室
	谷口

	
	２年
	家庭総合
	消費生活
	被服室
	犬塚・坂田

	
	３年進学グループ
	数学総合
	総合問題演習
	学習室１
	中山

	
	３年就労グループ
	国語表現
	プレゼンテーションの方法
	３年１組教室
	吉川

	
	３年２組(重複３年)
	美術
	ファッションショー
	美術室
	大槻・中川

	理容科
9:10～10:00

	１年
	国語総合
	羅生門
	理容科１年教室
	飯銅

	
	２年
	世界史A
	冷たい戦争の時代
	理容科２年教室
	瀧口

	
	専攻科１年
	理容実習
	国家試験実技対策
	理容科実習室２
	小城・西村

	
	専攻科２年
	理容実習
	レディースシェービング
	
	槌田・西村


＊　幼 　9：10～ 9：50　小  9：10～ 9：55　中・高（専攻科） 9：10～10：00

(２) 指定授業　　熊本聾学校【１１月８日（木） 10:20～11:10】
	学部
	学年・学級
	教科等
	単元（題材）
	会場
	授業者

	幼稚部
	４歳児（青組）
	おはなし
	あきをみつけよう！
～こうえんにいこう～
	４歳児（青組）
	水口　博恵

	小学部
	２年
	国語
	どうぶつ園のじゅうい
	小２教室
	日隈 真紀子

	中学部

	[bookmark: _GoBack]３年
	技術
理科
総合
	プログラミングに挑戦
～サイエンスワールド～
	中３－２教室
	山田　京子
松本　崇寿

	高等部
	普通科３年就労
グループ
	英語
	英作文及び発表
	３年１組教室
	藤原　正教


· 幼　10：20～11：00　小 10：20～11：05  中・高10：20～11：10 

14　学部別研究協議会【１１月８日（木）13:10～14:40】
　  ①　指導・助言者の紹介　　　
　②　学部研究発表　
　　③　授業者による自評
　　④　質疑応答　
　　⑤　研究協議　
　　⑥　指導・助言

	学部
	研究主題
	指導・助言者
	会場

	幼稚部
	豊かなコミュニケーション力を育成するための「やりとり」の工夫
	久留米聴覚特別支援学校長
坂口　和俊　
	幼稚部
ホール

	小学部
	自分で考えて表現できる力の育成を目指した授業実践の工夫
	直方特別支援学校副校長
小山　博幸　
	会議室

	中学部
	言語力を高め、思いや考えを伝え合う授業実践の工夫
	藤女子大学教授
原田　公人
	中学部
生徒会室

	高等部
	卒業後の生活を見据えて、伝え合う（受信・発信する）力を育成する授業実践の工夫
	筑波技術大学名誉教授
松藤　みどり

	多目的
ホール




15　分科会【１１月９日（金）9:00～12:20】
(1) 分科会テーマ・助言者一覧
	分科会名
	テーマ
	発表校
	記録
	運営
責任校
	助言者

	会場

	１
	ことば
「国　語」
	思考力や表現力を育成する国語の指導方法について考える。
	1 都城
2 久留米
3 沖縄
	沖縄
熊本
	都城
	直方特別支援学校副校長
小山　博幸
	
会議室

	２
	基本問題Ⅰ
「早期教育・
幼稚部教育」
	コミュニケーション力を育む指導・支援の工夫について考える。
	1 佐世保
2 福岡
3 小倉
	長崎
熊本
	小倉
	久留米聴覚特別
支援学校長
坂口　和俊
	
幼稚部
ホール

	３
	基本問題Ⅱ
「センター的役割（地域支援）」
	特別支援学校（聴覚障がい）のセンター的機能と一人一人の教育的ニーズに応じた地域支援のあり方について考える。
	1 延岡
2 長崎
3 大分
	延岡
熊本
	鹿児島
	
藤女子大学
教授
原田　公人
	
多目的
ホール

	４
	教科
文系＋実技
「外国語
（英語）」
	書く力を育成する英語の指導方法の工夫について考える。
	1 直方
2 鹿児島
3 久留米
	直方
熊本
	福岡
	筑波技術大学名誉教授
松藤　みどり

	
中学部生徒会室

	５
	自立活動
「ＩＣＴ活用」
	多様化する子どもの実態を踏まえ、自立活動をはじめとするＩＣＴを活用した指導・支援方法について考える。
	1 大分
2 福岡
高等
3 佐賀
	福岡
高等

熊本
	佐賀
	産山村立
産山学園
副校長
村上　豊優
	
高等部パソコン室




16　レポートタイトル・内容
	第１分科会　ことば「国語」
　指導・助言者：小山　博幸　　　　　　　　　　　　　　　　運営責任者：柳井田　智子
　運営責任校：宮崎県立都城さくら聴覚支援学校　　　　　　　　　 

	テーマ
	「思考力や表現力を育成する国語の指導方法について考える。」

	発表校
	発表者・タイトル
	内　容

	宮崎県立都城さくら聴覚支援学校
	児玉　安史
	個々の児童の実態や傾向を把握し、明確になった児童の課題を国語科の授業研究を中心に行った。その際、児童にとってわかりやすい指導過程、発問、教材教具などを整備、改善した。また研究授業後は、互いに検証し、課題や成果を共有し、専門性の継承にもつながるようにした。

	
	児童の実態に応じた「わかりやすい授業」の手立てのあり方～国語科の授業を通して～
	

	福岡県立久留米聴覚特別支援学校
	早川　恵
	基本的な助詞や動詞を使って正しい文章を書くことに課題が見られる高学年児童に対して、視覚的かつ操作性の高い教材を用いて行う文法指導の工夫について発表する。

	
	「文の構成を理解し、書く力を高める指導方法の工夫」
	

	沖縄県立沖縄ろう学校
	比屋根　勇太
	文章を正しく読み取り思考を深めることができるよう文章の内容をまとめるワークシートの工夫や児童の言動に対して理由を問うことで児童の考えを明らかにし、深い読みにつなげるための発問の工夫について実践したことを報告する。

	
	読む力の向上を目指した指導実践の工夫
	



	第２分科会　基本問題Ⅰ「早期教育・幼稚部教育」
　指導・助言者：坂口　和俊　　　　　　　　　　　　　　運営責任者：松浦　真
　運営責任校：福岡県立小倉聴覚特別支援学校

	テーマ
	「コミュニケーション力を育む指導・支援の工夫について考える。」

	発表校
	発表者・タイトル
	内　容

	長崎県立ろう学校佐世保分校
	石丸　幸枝
	親子でやりとりしながら取り組める季節や行事に関連した環境作り（壁面等）を行ってきた。その取組を通して、親子のやりとりが変わっていく様子をまとめ、報告する。

	
	「親子の共感的コミュニケーションを活発にするための取組」～壁面飾りの活用を通して～
	

	福岡県立福岡聴覚特別支援学校
	山田　麻莉奈
	本学部の保育活動や指導方法の反省から、幼児が友達を誘って遊んだり、役割を決めて遊んだりする経験を増やすことが必要だと考えた。そこで、幼児が自分で考えながら遊ぶことができるための環境構成と教師の支援の在り方について研究したことを報告する。

	
	思考力の芽生えを培う保育の在り方－ごっこ遊びにおける環境構成と教師の支援を通して－

	

	福岡県立小倉聴覚特別支援学校


	石井　由香里
	幼稚部のごっこ遊びにおいて、幼児が主体的に教師や友達に関わりながら自分の思い（応答、要求、報告、質問）を表現する力を育むための単元構成の工夫、教師の関わり方について発表する。

	
	ごっこ遊びの単元構成の工夫によって、自分の思いを表現する力を育む総合保育の指導
	



	第３分科会　基本問題Ⅱ　「センター的役割（地域支援）」
　指導・助言者：原田　公人　　　　　　　　　　　　　運営責任者： 早水　美穂
　運営責任校：鹿児島県立鹿児島聾学校　　　　　　　　　　　

	テーマ
	「特別支援学校（聴覚障がい）のセンター的機能と一人一人の教育的ニーズに応じた地域支援のあり方について考える。」

	発表校
	発表者・タイトル
	内　容

	宮崎県立延岡しろやま支援学校
	平原　恵子
	情報保障の一環として、特別支援教育支援員の配置を見かけることが増えてきた。しかし、自治体によってはニーズと合致しない支援もある。そこで、アンケート調査を行い、支援の実態や保護者のニーズを把握し、より良い地域支援のあり方・役割を検討した。

	
	「聴覚障がい教育専門機関としての役割と地域支援のあり方について」～地域で学ぶ聴覚障がい児の情報保障を中心に～
	

	長崎県立ろう学校
	川波　麻弥
	本県の聴覚障がい教育におけるセンターとして役割を果たすために、本校が取り組んでいる教育相談・支援業務やその他の様々な地域支援業務の現状と課題を報告する。

	
	聴覚障がい教育のセンター的機能の充実に向けた本校の取組について
	

	大分県立聾学校
	赤尾　みゆき
	日常生活の中で困り感が少なく、自分から配慮を求めることがない聴覚障がいの子どもたちが多い。そこで、地域で育っていくときに「子ども自身が配慮を求める力を付けるために、どのように支援すればよいか」という視点から取り組んだ報告。

	
	「地域における合理的配慮の検討」～通級指導における、自ら合理的配慮を求めるための取り組み～
	




	第４分科会　教科　文系＋実技　「外国語（英語）」
　指導・助言者：松藤　みどり　　　　　　　　　　運営責任者：枝村　健一
　運営責任校：福岡県立福岡聴覚特別支援学校

	テーマ
	「書く力を育成する英語の指導方法の工夫について考える。」

	発表校
	発表者・タイトル
	内　容

	福岡県立直方特別支援学校
	江島　万喜
	中学部で初めて“英語（英単語・英文）を書く”経験をする生徒に英語の発音と文法の学習を通して、書く力を育成する指導をした。その際に使用した教材の工夫点について報告する。

	
	発音指導と文法指導で書く力を育てる指導の工夫～フォニックス表と色分け教材を使って～
	

	鹿児島県立鹿児島聾学校
	岩滿　玲那
	論理的思考力の向上に資する言語活動の充実を図るため、評価規準から導き出される判断基準を設定した授業実践に取り組む研究を行った。明確な基準を生徒と教員が共有しながら生徒が書き、話し、対話する。本研究発表はその実践事例をまとめたものである。

	
	思考力・判断力・表現力の育成を目指した授業改善・言語活動の充実
	

	福岡県立久留米聴覚特別支援学校
	尾畠　美紀
	障がいが重複化・多様化する中で、言語習得にひらきが見られる生徒に対して、書く力を育てるための英語の指導方法の実践を中心に、個々の特性を配慮した具体的な支援の在り方について考える。

	
	「書く力を育てるための英語の指導方法の実践について」
	



	第５分科会　自立活動　「ＩＣＴ活用」
　指導・助言者：村上　豊優　　　　　　　　　　　　　　運営責任者：鶴田　和之
　運営責任校：佐賀県立ろう学校

	テーマ
	「多様化する子どもの実態を踏まえ、自立活動をはじめとするＩＣＴを活用した指導・支援方法について考える。」

	発表校
	発表者・タイトル
	内　容

	大分県立聾学校
	大木　裕治
	現状ではＩＣＴ機器の活用がまだ十分でない職員も多い。そこで機器を利用した授業の工夫を紹介することでその利用率を高め、誰もが手軽に授業で使え、生徒にわかりやすく教育効果の上がる授業にしようと模索した報告。

	
	学習内容を深めるＩＣＴ機器の活用法について
	

	福岡県立福岡高等聴覚特別支援学校
	野中　創
	各教科におけるＩＣＴ機器（タブレット型情報端末を中心に）を用いた授業実践及びＩＣＴ機器の管理・運用の実態や課題についての報告。

	
	
ＩＣＴ機器を活用した授業実践の報告
	

	佐賀県立ろう学校


	田中　昌彦
	本校中学部は、ここ数年生徒数の減少が続いている。少人数で実施している「朝の会」「学部集会」「自立活動」等におけるＩＣＴ利活用を通したコミュニケーションの力の育成について報告する。

	
	「中学部の自立活動等におけるＩＣＴ利活用」
	


17　大会事務局及び連絡先
　　　　平成３０年度第２３回九州地区聴覚障害教育研究大会（熊本大会）事務局
[image: ]　　　　熊本県立熊本聾学校
　　　　〒862－0901　熊本県熊本市東区東町3丁目14番2号
　　　　電話 096－368－2135       FAX 096－368－2137
　　　　E－mail　　96kumamoto@gmail.com （九聴研用）
　　　　　　　　　　　　　　大会事務局長　教諭　小田原春美
～　お知らせ　～
第５分科会「ICT活用」に伴い、体育館後方にICT教育機器に関係する展示を予定しています。
関心のある企業の方はご連絡ください。
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